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階・ (1)歴史的過程=社会的実践が提起「る課題の確認， (2)既成の理論 詰命題の検討
と〈再〉構成の基準決定， (3)事実資料。獲得・整理・利用， (4)理論または命顧の(新〕
構成， (司歴史的過程=科会的実践による理論の検証・淘汰， の系統のなかで， それを
(3)と(5)に位置づける考え方が提示された。




















































































































因量， c) 2要因の指数的分析法 (1片目互関連指数， (2)構成変化指数〈標準化
計算)， d) 3要因以上の指数的分析法




































ム・スケ ν ュ ルはもう変えようがなかョた。それほ，上記著書の執筆と並行Lて進め





















118 (412) 第 131巻第6号
主要な業績としてはついに丸われることはなかったけれども，先生白波後， 遺品整理に
出向いたわたしたもほ， 先生の書斉の奥深〈にしまいこまれていた戦前戦後の各国の国
民所得，国民経済パランスにかんする資料のひと包みを迭に発見した。恐らく時間が許
せば先生はこの方向での研究を手掛けられたことであろうしz そうだとすればその後輩
出した弟子たもの何人もがこの分野を専門としている ζ とでもあり，今度は衆を具して
のー撲の様相となったことであろうG
